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所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

力学的な物理現象の予測と評価 

 

氏氏名名：：      奥奥村村  真真彦彦／／OOKKUUMMUURRAA  MMaassaahhiikkoo  EE--mmaaiill：：  
mmaassaahhiikkooookkuummuurraa@@sseennddaaii--

nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  助助教教  学学位位：：  博博士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本金金属属学学会会，，日日本本エエネネルルギギーー学学会会，，日日本本機機械械学学会会，，化化学学工工学学会会  

研研究究分分野野：：  材材料料力力学学，，生生産産工工学学，，設設計計工工学学  

キキーーワワーードド：：  応応力力、、連連続続体体力力学学、、熱熱、、物物質質移移動動、、画画像像解解析析  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・物物質質にに発発生生すするるひひずずみみのの測測定定とと応応力力のの評評価価  

・・熱熱・・物物質質移移動動・・応応力力発発現現をを対対象象ととししたたシシミミュュレレーーシショョンン    ・・三三次次元元構構造造のの定定量量的的評評価価                                                          

 
研研究究内内容容：：    

  

  ひずみゲージ等を用いた物物質質のの変変形形のの測測定定，，ままたたそそのの変変形形にに基基づづくく応応力力評評価価を行っております。取り組みの一例とし

て，円筒容器内における粒子の膨張に起因するひずみを測定し，測定結果に基づいて内部の粒子膨張挙動の解明を

試みております。図 1 のように円筒容器にひずみゲージを貼付し，発現するひずみを評価しています。 

 また，種種々々ののモモデデルルをを利利用用ししたたシシミミュュレレーーシショョンンにより，種々の条件下における熱・物質移動および応力の発現挙動を

コンピュータ上で再現しております。図 2 に示すのは，既に述べた粒子膨張によって発現した応力を解析した結果です。

このほか，図 3 に示すように空間内の気流・温度場の解析なども実施しております。 

 円筒容器内における粒子膨張挙動の解析に関連して，粒粒子子充充填填状状態態のの定定量量的的解解析析についても実績があります。図 4

に示したのは，実際の粒子充填層を撮像した三次元像から各粒子を分離した結果です。 

  

  

  

  

  

  

  

            

図図 11                                                              図図 22                                            ..  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

              

図図 33                                                                        図図 44        ..  
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提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  
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